
マーク対策をしっかり行なう。 記述形式対策で解答作成能力をしっかりつけること。 マーク系問題の演習量増加を狙っていく 学校の試験対策、高得点を

目指すには、模試を意識した

学習法が必要！

特徴①

　定期テストと進研模試対策の両対策を行ないます。

　を行ないます。

特徴②

　指導力教師の的確な指導による効率良い学習

対応教師

　指導経験者

・対象学年：高校1年生～高校3年生 　学生であればセレクトＣ　社会人であればセレクトＢ

・対応地域：関西全域

・指導期間：お申し込み時から受験日の月末

マーク模試

７７７７月月月月

期末試験

５５５５月月月月

・近畿大学付属高校在籍の方で内部進学を目指され
る方

８８８８月月月月
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マーク模試
中間試験
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記述模試
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進研模試～得点率６５％を超える！他ではやらない進研模
試対策をトライでは行なっていく。《進研模試傾向》①記
述式は難問奇問といった類のものは無く、誘導的に難易度
を上げていくものが多い。②マーク式はセンターレベル～
若干難ぐらいを意識して作成されている。③他の模試（駿
台模試・全統模試）に比べて難関大受験者層が薄いので高
偏差値は取りやすい。④採点は学生アルバイトが行なって
いる為、採点間違いなどがあり→申し出て修正することが
できる（家庭教師の先生と一緒にチェックします）⑤各科
目目安としては、６５％をしっかりとればSS５５を下回る
ことは無い！
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・目的：近畿大学付属高等学校からの近畿大学内部進学
高大一貫校である近畿大学付属学校であっても毎年平均
120名前後（薬１０％）が近大以下の大学にいっている現
状がある。「大学がついているから勉強しなくても安心
だ」、「毎回の定期試験だけやっておけば大丈夫だ」とい
う感覚があることが原因としてあげらる。毎回の定期試験
はもちろん、3年時の進研模試で結果を残しておかないと進
学できない。
このコースはそんな高校生に向けての対策を行なってい
く。では、具体的に何をやっていくのか？ということのポ
イントは2点。①1年1学期～3年1学期までの平均評定を上
げる。②2年5、８、1月、3年5、６、８、１０月の進研模
試の偏差値SS４５～５５を超える。
・平均評定＋進研模試SS（薬学部4.0×10＋55=95、農
学部3.6×10＋53＝89、理工学部3.4×10＋52＝86、
経済、法、総合社会学部3.2×10＋50＝82、経営、文芸
学部学部3.2×10＋49＝81、生物理工学部3.2×10＋
48＝80産業理工、工学部3.0×10＋45＝75）
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定期試験対策ではタイミングが重要。毎日毎日毎日毎日すべきことはすべきことはすべきことはすべきことは①①①①
授業をしっかり聞き、わからないところが何かをはっきり
させる〈ダイアログ式学習法〉。②授業のノートをしっか
りとる、先生の言ったことをメモしておく。（トライ式
ノートの取り方。③問題の解答が無いケースもあるので、
解答プロセスをきちんと残しておく。④今日やった内容は
今日中に見直し、復習を行なう。（エビングハウスの忘却
曲線）試験前にすべきこと①10日前から計画を組んで実行
する（トライ式計画の立て方、実行の仕方）。②進捗がう
まくいっているかのチェックと再度計画の立て直し（ＰＤ
ＣＡ理論　家庭教師と専属プランナー）
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記述模試
中間試験

期末試験
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◎◎◎◎ 年間年間年間年間スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール

三者面談

志望校相談
三者面談

志望校相談②

三者面談

公立判定診断

◎◎◎◎ こういうこういうこういうこういう生徒生徒生徒生徒におにおにおにお勧勧勧勧めめめめ！！！！ ◎◎◎◎ 対策対策対策対策のののの特徴特徴特徴特徴

◎◎◎◎Data Mining

◎◎◎◎ 対象対象対象対象エリアエリアエリアエリア
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三者面談

志望校相談①
三者面談

志望校相談②

三者面談
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